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バイオフィルムプラグフロー消化槽

◇インドのエンジニアリング

◇ドイツのプロセス

◇日本の技術
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ミラカーボン バイオフィルム プロセス

     ミラカーボン
バイオフィルムパネル

   大きな表面積に
バイオフィルム形成

消化液排出口

供給

栄養豊富な液体

加水分解
複雑な有機物

酸生成
糖類→揮発性脂肪酸

酢酸生成
揮発性脂肪酸→酢酸

メタン生成
酢酸→CH4 + CO2

相分離型バイオフィルムベースの消化

嫌気性消化プロセス



次世代バイオフィルム担体

ミラカーボン繊維担体  vs  従来担体
鉄の7倍の強度　　嫌気性消化反応の向上

項　　目 ミラカーボン繊維担体 従来担体

表面積
バイオマス保持率
メタン生成菌の安定性
HRT
ガス収量

○非常に大きい
○非常に高い
○非常に安定
○8～10日
○高い

×限定的
×流出しやすい
×衝撃に弱い
×中程度
×遅い

ミラカーボン
バイオフィルムパネル
大きな表面積に付着
するバイオマス

消化液排出口

栄養豊富な液体

供給

高いガス収量 短いHRT 保持と生産を強化するために、制御された構造化環境でプロセスを処理

鉄の7倍の強度。　　　　より多くのガス。　　　　ダウンタイムの削減



なぜミラカーボンバイオフィルムプロセスで
ガス生成量とメタン含有率が向上するのか

高いバイオマス保持率

位相最適化

安定した状態 ミラカーボンバイオフィルム

高密度の炭素繊維バイオ
フィルムがメタン生成菌を
高濃度で保持

段階的位相分離により
酸性メタンバランスの
崩れを回避

pH変動と層状化の抑制 活性微生物バイオフィルムを
形成する高密度炭素繊維

安定したメタン生成活性により阻害を回避 位相最適化によりCH4生成量を最大化

バイオガス生成量の向上 メタン含有量の増加

効率的な位相分離により、メタン収率を高め、安定したガス生成を実現



ミラカーボン消化槽における効果
種間直接電子伝達がバイオガス生産を促進する仕組み

DIETの利点

従来の経路

DIET経路

ミラカーボンの優位性

水素伝達（間接）

遅く／多段階／H2蓄積傾向

直接電子伝達

電子は炭素繊維を直接通過

高速／高効率／水素中間体なし

　ミラカーボン繊維バイオフィルム
担体は、微生物間の導電性ブリッジ
として機能し、直接電子伝達（DIET）
を可能にすることで、混合の必要なく
より速く効率的なメタン生成を実現。

 導電性炭素
バイオフィルム

酸生成菌        メタン生成菌

ミラカーボン消化槽の内部

DIETが性能を向上させる理由

反応速度の向上

直接電子伝達により
メタン生成が促進

ガス生産量の増加

複雑な揮発性脂肪酸
（VFA）変換により
バイオガスが生成

メタン含有率向上
多くの炭素がCH4に
変換、CO2排出量が
減少

安定性の向上
水素蓄積や酸沈殿なく
混合なしで堅牢な運転
可能

導電性炭素バイオフィルムを介した種間
直接電子伝達を可能にすることで、
ミラカーボン消化槽は、攪拌や循環を必要
とせず、より速く、より多く、より安定した
メタン生成を実現

加水分解
複雑な有機物

酸生成
糖類→VFAs

酢酸生成
VFAs→酢酸



最先端バイオガス技術の紹介

インドのエンジニアリング ｜ ドイツのプロセス ｜ 日本の技術

特長

・先進的なバイオフィルム
　プロセス

・最大20％高いガス収率

・メタン純度60～65％

・短い滞留時間

・非常にコンパクトな設計

・特別設計のモジュール式
　パネル

・25年以上の耐用年数

・温度制御システム

・現場での迅速な組み立て

・AI統合型遠隔監視システム


